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　安山岩質大陸地殻の成因を明らかにする目的で、（1）プレート融解とメルトーマント

ル反応、　（2）プレート脱水による玄武岩質一次地殻の形成と再融解・デラミネーショ

ン、の2つのプロセスについて地球化学的モデリングを行なった。

　現在最も支持されている（1）のメカニズムでは、大陸地殻の有するPb－spikeの特徴を

，再現することができない。一方、’（2）の茅カニズムでは合理的な化学組成を再現する

ことができる。さらに重要な点は、デラミネートしたマフィックな成分の同位体比進

化を求めると、現在のマントル深部に存在すると考えられるているEM1成分に相当す

ることが明らかになった。

　約35億年前のサブダクションファクトリーでは、大陸地殻の形成とマントル内成分の

形成が同時に進行していた可能性が高い。
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